
（別紙） 

三沢市介護保険事業運営協議会 

１．日時  平成３０年１０月２６日（金） 午後１時１５分～午後３時 

２．場所  三沢市総合社会福祉センター ２階 研修室３・４ 

３．三沢市介護保険事業運営協議会委員 

（１）出席者（１１名） 

伊澤 タネ（三沢市民生委員児童委員協議会副会長） 

伊藤 博次（青森県薬剤師会 上十三支部長） 

黒田 進二（社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会会長） 

齊藤  淳（青森県老人福祉協会 上十三地区会長） 

坂本 幸子（三沢市連合婦人会会長） 

橘  清子（三沢市ケアマネジャー連絡協議会会長） 

千葉 和子（三沢市保健協力会会長） 

吹越 幸子（青森県看護協会 上十三支部） 

福田  敦（三沢地区医師会理事） 

武藤 一子（三沢市食生活改善推進委員会副会長） 

山木 昭秀（三沢市歯科医師会理事）              （五十音順） 

（２）欠席者（２名） 

大森 和子（三沢市老人クラブ連合会副会長） 

沼田 弘子（三沢市日本赤十字奉仕団委員長） 

 

 

４．事務局 

介護福祉課  福 祉 部 長  田面木るり子 

課   長  寺澤 寿子 

課 長 補 佐  柿本 尚人 

課 長 補 佐  福田 康治 

包括支援係長  田鎖 雅子 

高齢福祉係長  酒井 健至 

介護保険係長  沼辺 千恵 

認定給付係長  織笠 真也 

主   事  岸本  遥 

 



５．開催概要 

（１）開会 

 介護福祉課長により開会を宣言。 

大森和子委員、沼田弘子委員から欠席の連絡があった旨を説明した。 

（２）部長挨拶 

（３）会長挨拶 

（４）議  事 

 議長は会則により会長が務めた。 

 その後、資料に沿って、課長補佐、介護保険係長、包括支援係長、認定給付係長及び高

齢福祉係長が議事内容を説明した。 

①「第６期介護保険事業成果報告」について 

 第６期計画期間における下記の各項目の成果について、各担当より説明した。 

◇高齢者人口・高齢化率／要介護認定率／受給率／給付月額／施設整備・・・[福田補佐] 

◇地域密着型サービス／介護保険料・・・[沼辺係長] 

◇地域支援事業・・・[田鎖係長、柿本補佐] 

②「第 7期介護保険事業計画進捗状況」について 

 第７期計画の進捗について、下記の各項目の状況について各担当より説明した。 

◇高齢者人口・高齢者率／介護保険料・・・[沼辺係長、福田補佐] 

◇要介護認定者数／認知症状態・・・[織笠係長] 

◇地域密着型サービス・・・[福田補佐] 

◇地域支援事業の推進・・・[田鎖係長] 

◇三沢市の高齢者サービス・・・[酒井係長、柿本補佐、田鎖係長] 

（５）その他 

 その他として、以下の説明を行った。 

◇「三沢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例」の

制定及び改正について 

  法改正や省令改正に伴い、必要となる居宅介護支援事業所の基準に係る条例につ

いて制定及び改正を行ったことを説明。[福田補佐] 

◇「三沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める

条例」の改正について 

  地域密着型サービスの基準条例に、新たに「共生型地域密着型サービス」に係る

基準を加える改正を行うため、次の市議会において、議案を提出することを報告し

た。[福田補佐] 

（６）閉会 



議事内容 

 

【議事①】 

事 務 局  （「第６期介護保険事業計画成果報告」について、資料をもとに説明。） 

黒田委員  （6 期計画における新設を見送った）小規模多機能型居宅介護施設について、定員割

れを起こしている要因をどのように掴んでいるか？ 

事 務 局  小規模多機能型は定員 25名ほどの施設で、通所で食事、入浴等様々なサービスを組み

合わせた非常に良い施設なんですが、なかなか利用者に浸透せず、利用が芳しくなか

った要因としまして、どういったサービス・良い点があるのかについて、町内会等を

通じての地域に対する周知が足りないなど考えられますが、決定的な要因の特定がな

かなか難しく、模索している状況です。 

橘 委 員  自分たちケアマネージャーは、こういった施設に紹介する側の立場であるが、このサ

ービスのすごくいいところは、馴染みのスタッフが家にも来てくれて、デイサービス

に行っても同じ職員で、泊まりたいときにはある程度部屋の確保も可能で、ケアマネ

がショートステイ先を探さなければならない手間がかからないところなどである。小

規模多機能型を勧めても利用に至らなかった要因としては、それまで利用しているヘ

ルパーやデイサービスが、良いサービスを細やかに提供しているために職員に対し馴

染みができ、名残惜しくなり、小規模多機能が良いのは分かるが移りたくない、それ

までの事業所とは切れたくないという、矛盾したような状況になり、結局、従来の事

業所が親身になってケアをきちんとしてくれるので、小規模多機能が魅力的なサービ

スと分かっていても、本人も家族も悩んだ末、いままでの事業所との関係性を切れな

いでいる、というケースを幾つか見ている。 

議  長  啓発も大事だが、従来使っている事業所との関係が切れてしまうというのでなかなか

人が集まりにくいということもあるようです。 

齋藤委員  6 期計画における認定率について、ピークが 27 年度で、そこから下がっている理由が

介護サービスを使わない人の認定は極力避けているという説明であり、状態が軽い人

はそれで説明がつくが、介護度の４・５の人、特に介護度３の、特養に入ってもおか

しくない人の率が下がっているのは、避けているから下がっているというだけでなく、

他に何か理由があるのでは？高齢者人口が増えて相対的に下がっているからなのか？

あるいは認定審査会で検討するデータが重く認定しないようにしているのか？ 

 



事 務 局  要介護３以上の方についても一部前年に比べて割合が減っておりますが、介護サービ

スの必要な方に認定を断っているということではなく、在宅サービスのなかでデイケ

アとかデイサービスを利用することで、リハビリなどにより維持改善につながった結

果が反映したものと見ております。これは事業所の取り組みを評価すべきところと考

えております。改善させた事業所について奨励金制度を設けている自治体もあるよう

ですので今後そのようなことも検討し、介護度の改善には着目して取り組んでいきた

いとしているところであります。ただ担保するために介護申請するという理由では介

護申請は認めないということであり、拒否ではなく、サービスを使いたいという具体

的な理由があればどんどん申請を受けております。「何となく」「ケアマネに勧められ

て」「担保したくて」と申請に来る方については必要なときに認定するとして申請しな

いよう窓口で説得している状況です。 

議  長  原則断ってはいないということですね？自分も認定審査会に参加しているが、昔は悪

い状態の人はどんどん悪くなっていったが、最近、改善する例もけっこう目に付くよ

うになった。医療機関も良くしていこうという気持ちの表れなのか、改善するクライ

アントの方を結構見ています。 

私としては、介護療養型の利用者がおひとり亡くなり、給付月額が大きく落ちるのに

驚きました。いかに介護療養型というのはお金がかかるか、ということですね。 

【議事②】 

事 務 局  （「第７期介護保険事業計画進捗状況」について、資料をもとに説明。） 

議  長  「高齢者にやさしいまちづくり」の防災対策の福祉避難所というのは、結局、福祉事

業所に預けるというか、行っていただくということになるのか？ 

事 務 局  そうなります。 

黒田委員  徘徊ＳＯＳネットワークについて、協力団体 78 と記載されているが、6期成果報告で

は 77団体となっている。これは１団体増えたのか？  

事 務 局  6 期報告では登録者数 36人で、7期進捗では 38 人、実質 2人増えたということになり

ます。団体数については、あんしんネットに協力していただける団体が 77団体だった

ところが、7期においては 1団体増えたということになります。 

 



【議事③】 

事 務 局  （「救急医療情報キット配布」について、キット現物を配布し、資料をもとに説明。） 

特に質疑無し。 

【議事④】 

事 務 局  （「徘徊高齢者の個人賠償責任保険事業」について、資料をもとに説明。） 

齊藤委員  資料の中で、1235 人の認知症の方がいるということだが、このうち何人くらいがこの

保険の対象になるのか？対象者数が多いと大変なお金がかかると思うが。 

事 務 局  対象者は徘徊ＳＯＳネットワークに登録している 36 人の方と、今後、登録するであろ

う方をプラスアルファ見込んで契約したいと考えております。 

黒田委員  これから登録する人たちというのは医師の診断書とかは要るのか？ 

事 務 局  あくまでもＳＯＳネットワーク事業に登録をされた方ということです。 

黒田委員  若年性の認知症の方はこれに入らないのか？診断書は必要か？ 

事 務 局  若年性でも徘徊の恐れがあれば対象者になります。診断書の有無は関係なく事業対象

者であれば診断書までは求めておりません。 

齊藤委員  （認知症があり事故に遭う）リスクがある方ということですね？ 

事 務 局  そうです。三沢には青い森鉄道など電車も通ってますし、何よりも徘徊したときに車

にぶつけられるなど、徘徊しているといろんな事故の可能性があるということで家族

の安心にもつながるということで提案しております。 

【その他】 

事 務 局  （「三沢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例」の

制定及び改正について、及び「三沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条例」の改正について、資料をもとに説明。） 

特に質疑無し。 



議  長  今日は大変盛沢山だったんですが、皆さんここでご意見、ご質問があればどうぞ。 

（委員から特になし。） 

いかがでしょうか？よろしいですか？今日はありがとうございました。お疲れ様でし

た。 

（会議終了） 

（※事務局より、次回の会議について年度内の開催予定の旨を連絡し、閉会した。） 

（※閉会後、介護福祉課制作 DVD「みんなで支える在宅医療」を上映。副会長ほか委員 2名が視聴。） 


